
分科会の進め方　　　　　　　　　　　　　　　　　　10：45～10：50

本のある子育て・読書に親しむ地域づくりのお手伝い　　　　　　　10：50～11：20

虞田　須美子（熊本県和水町）和水お話の会　代表

本会はH22年の発足。公立の図書館も馴情もない町の状況に鑑み、学校外の読書環境の充実と読吾溝助の推進
を目標に掲げた。会員数15者支援ボランティア15名。2か所の公民館を拠点に、‾日曜よみよみ会、朗読と音楽の
ひと時、心を百てる「読み聞かせ講座」、絵本作家による講演会、一子どもの読洪フェスティバル・大人のための古
典文学講座、専門学校生によるオペレッタなど新しい風と継続性を目指している。活動資金は「会矧と「fども
ゆめ基金」の助成で賄い、読書活劫の推進を通して、世代間の交流やブックスタートやf百て広場を主催する行政
との協働も進んでいる。

市民の市民による市民のためのイベントづくり　　　　　　11：25～11：55
～あなたの心に火を灯したい～

原田　祐一（鹿児島県鹿児島市）「サンエールさわやかウェーブまつり」実行委員会　実行委員長

開催噺刑ま市の′lミ涯学習施設であるサンエール鹿児．島である0まつりの実行委川は、関心ある■け民を募集し・
21名で構成。12月のイベントを日掛こ活動は7日から定期的に1卯可の会議を偵み上げて行く。用：や運営企画
は、鹿児島市の生涯学習課と連携の掛こ行なわれるが、11倍テーマは、あくまでも市民による・け民のためのイベン
トの創造である。イベントプログラムは、活動成果のステージ発表、展′j七、ワークショップなど多様な市民の関心
と興味を拾い上げて多彩なものになった。市民参加の実行委員会方式は、熱意と意識を醸成し、日脚勺な活動を創
り出し、活動の小身も活動者の輪も一気に拡大し、参加者数の増大に繋がり、巾民相互の交流成果も実感された0

地域と学校が協働して存続させる無形文化財：子ども人形浄瑠璃　　　12：00～12：30

原田　浩（山口県周南市）周両市安田の糸あやつり人形芝居保存会　会員

√どもは恐るべき力を潜在させている。周南市立三丘小学校の5年生は総合学習の時l馴こ安田地区の伝統芸能
「糸あやつり人形芝居」を学び、郷十への関心を．蕾め、文化遺産を過去20年にトキって継承して米た。了どもたち

は、「人形遣い」、「浄瑠璃語り」、「三味線」の3部門を学び、阿波・淡路まで研修に出かけ・福井子供会と競
演し、淡路人形座の指導も受ける。練習成果は、定例的に学校行軋地域の文化行事で披露している0保存会の
30代～80代の指導者13名が共同で指導に、りたっているが学校の協力があるので途切れずに続いている。


